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1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 18,122 0.9 417 ― 413 ― 240 ―

29年3月期第2四半期 17,964 △23.8 △418 ― △1,343 ― △983 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 6.54 ―

29年3月期第2四半期 △26.73 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 89,912 34,606 38.5

29年3月期 93,265 34,497 37.0

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 34,606百万円 29年3月期 34,497百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

平成30年3月期末の配当予想は未定です。

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,200 10.3 2,700 31.6 2,500 103.8 1,500 158.7 40.76

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は【添付資料】P.6「２.四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」を
ご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は【添付資料】P.6「２.四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(会計上の見積りの変更)」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 36,800,000 株 29年3月期 36,800,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 1,244 株 29年3月期 1,244 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 36,798,756 株 29年3月期2Q 36,798,756 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.2「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、引き続き緩やかな回復基調で推移しましたが、海外経済の不確実

性等により先行き不透明な状況が継続いたしました。 

 当社事業につきましては、チタン事業では、輸出向けについては引き続き航空機の製造が堅調であること、為替

レートが前年同期に比べ円安で推移したことから売上高が増加いたしました。一方、国内向けにつきましては一般

産業用の需要の回復により売上高が増加いたしました。この結果、チタン事業の売上高は１４，１１７百万円（前

年同期比１８．０％増）となりました。 

 

 ポリシリコン事業では、半導体用ポリシリコンの需給調整が継続している一方、当第２四半期累計期間の出荷の

一部が第３、第４四半期に後ろ倒しとなったことから販売数量が減少し、ポリシリコン事業の売上高は２，９０２

百万円（前年同期比４０．０％減）となりました。 

 

 高機能材料事業では、半導体需要の増加に伴う高純度チタンの販売増はあったものの、液晶用途のＴＩＬＯＰ

(タイロップ）の需要の調整により粉末チタンの販売数量が減少したため、高機能材料事業の売上高は１，１０２

百万円(前年同期比４．７％減)となりました。 

 

 以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は１８，１２２百万円（前年同期比０．９％増）とチタン事業の売

上高増加に伴い増収となりました。 

 一方、利益につきましては、チタン事業での売上高の増加や全社的なコスト合理化、為替レートが円安で推移し

たこと等により、営業利益は４１７百万円（前年同期は４１８百万円の損失）、経常利益は４１３百万円（前年同

期は１，３４３百万円の損失）、四半期純利益は２４０百万円（前年同期は９８３百万円の損失）となりました。 

 

  (参考)事業別売上高     (単位：百万円)

      当第２四半期累計期間 前年同期 増減率（％）

  チタン事業 国 内 6,156 5,180 18.8 

    輸 出 7,960 6,787 17.3

     計 14,117 11,968 18.0 

  ポリシリコン事業 2,902 4,838 △40.0 

  高機能材料事業 1,102 1,157 △4.7 

  合  計 18,122 17,964 0.9 

 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況

①資産 

 当第２四半期会計期間末の総資産の残高は、８９，９１２百万円と前事業年度末と比べ３，３５２百万円減少

いたしました。これは、売掛金が減少したことが主な要因であります。

②負債 

 当第２四半期会計期間末の負債の残高は、５５，３０５百万円と前事業年度末と比べ３，４６２百万円減少い

たしました。これは、借入金が減少したことが主な要因であります。

③純資産 

 当第２四半期会計期間末の純資産の残高は、３４，６０６百万円と前事業年度末と比べ１０９百万円増加いた

しました。これは、配当金の支払いにより利益剰余金が減少したものの、四半期純利益により利益剰余金が増加

したことが主な要因であります。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、２０１７年４月２８日発表の通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前事業年度 
（2017年３月31日） 

当第２四半期会計期間 
（2017年９月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,182 3,018 

受取手形及び売掛金 15,458 11,753 

商品及び製品 15,168 16,018 

仕掛品 4,219 4,486 

原材料及び貯蔵品 5,590 5,679 

その他 706 679 

貸倒引当金 △3 △3 

流動資産合計 43,321 41,632 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 11,650 11,510 

機械及び装置（純額） 17,472 16,320 

土地 14,823 14,823 

建設仮勘定 400 323 

その他（純額） 562 525 

有形固定資産合計 44,910 43,503 

無形固定資産 570 497 

投資その他の資産 4,462 4,278 

固定資産合計 49,943 48,279 

資産合計 93,265 89,912 
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    （単位：百万円） 

  前事業年度 
（2017年３月31日） 

当第２四半期会計期間 
（2017年９月30日） 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,231 4,005 

短期借入金 18,200 14,000 

未払金 1,778 2,261 

未払法人税等 64 79 

設備関係支払手形 65 162 

設備関係未払金 193 291 

賞与引当金 367 343 

その他 1,011 978 

流動負債合計 25,911 22,120 

固定負債    

長期借入金 29,000 29,500 

資産除去債務 1,356 1,370 

退職給付引当金 1,825 1,847 

その他 674 467 

固定負債合計 32,856 33,185 

負債合計 58,767 55,305 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,739 8,739 

資本剰余金 8,943 8,943 

利益剰余金 16,766 16,823 

自己株式 △9 △9 

株主資本合計 34,439 34,496 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 96 138 

繰延ヘッジ損益 △38 △28 

評価・換算差額等合計 57 110 

純資産合計 34,497 34,606 

負債純資産合計 93,265 89,912 

 

- 4 -

大阪チタニウムテクノロジーズ(5726)　平成30年3月期　第2四半期決算短信



（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 2016年４月１日 
 至 2016年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 2017年４月１日 

 至 2017年９月30日) 

売上高 17,964 18,122 

売上原価 15,701 15,166 

売上総利益 2,262 2,956 

販売費及び一般管理費 2,681 2,538 

営業利益又は営業損失（△） △418 417 

営業外収益    

受取利息及び配当金 1 7 

為替差益 － 0 

不用品売却益 61 46 

受取賃貸料 25 25 

補助金収入 42 42 

その他 3 3 

営業外収益合計 135 125 

営業外費用    

支払利息 101 107 

為替差損 753 － 

休止固定資産減価償却費 0 0 

その他 204 20 

営業外費用合計 1,060 128 

経常利益又は経常損失（△） △1,343 413 

特別損失    

固定資産除却損 72 63 

ゴルフ会員権評価損 2 － 

特別損失合計 74 63 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △1,418 349 

法人税等 △434 108 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △983 240 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用) 

 年間の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積 

実効税率を乗じて計算しております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前事業年度に対 

し一時差異、経営環境等に著しい変化がある場合においてはその影響を加味しております。

 

（会計上の見積りの変更）

 従業員の平均残存勤務期間が17年を下回ったため、数理計算上の差異及び、過去勤務費用の費用処理期間を17年

から15年に変更しております。 

 また、当該変更が、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 2016年４月１日 至 2016年９月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  チタン事業 ポリシリコン事業 高機能材料事業 

売上高        

外部顧客への売上高 11,968 4,838 1,157 17,964 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － 

計 11,968 4,838 1,157 17,964 

セグメント利益又は損失(△) 220 △974 336 △418 

（注） セグメント利益又は損失の合計額と四半期損益計算書上の営業損失とに差額は生じておりません。

 

当第２四半期累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  チタン事業 ポリシリコン事業 高機能材料事業 

売上高        

外部顧客への売上高 14,117 2,902 1,102 18,122 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － 

計 14,117 2,902 1,102 18,122 

セグメント利益又は損失(△) 1,105 △977 289 417 

（注） セグメント利益又は損失の合計額と四半期損益計算書上の営業利益とに差額は生じておりません。

 

 

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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